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【1】研究の概要 

[1-1]本研究の目的・概要 

 研究代表者は、昆虫病原性ウイルスであるバ

キュロウイルスと、チョウ目昆虫由来の培養細

胞を用いて、昆虫-ウイルス間相互作用の分子レ

ベルでの解明を目指す研究を展開している。こ

れまでに、カイコガ由来の培養細胞 (カイコ細

胞) が、バキュロウイルスの感染に対する防御

応答として、リボソーム RNA (rRNA) の急速な

分解を引き起こすこと、分解時には常に特定の

rRNA 分解断片が出現することを明らかにした 
(図 1; Hamajima et al., 2013, Journal of General 
Virology)。さらに、吉川治孝博士の協力の下、

サイズ排除クロマトグラフィーを利用したリ

ボソームの分離 (Ribo Mega-SEC) により、ウイ

ルス感染細胞の解析を行った結果、バキュロウ

イルス感染に伴って、リボソームの量が著しく

減少していることを見出した。 
 リボソームは、細胞内のタンパク質合成を担

う巨大複合体であり、非常に高い安定性を持つ。

一方、酵母や哺乳類を用いた研究から、栄養飢

餓やある種のストレスによってリボソームが

急速に分解されるという現象も報告されてい

る。しかし、リボソームの急速な分解がどのよ

うに引き起こされるのか、についてはほとんど

明らかにされていない。 
 本研究では、バキュロウイルス感染カイコ細

胞において見出されたリボソームの急速な分

解を対象として、リボソーム分解開始機構の解

明に取り組む。 
 
[1-2]研究の方法・経過 

 ウイルス感染後 24 時間までの細胞を経時的

にサンプリングし、Ribo Mega-SEC により、リ

ボソームの分離パターンを解析する。これによ

り、ウイルス感染後何時間からリボソームの分

離パターンが変化するかを明らかにし、リボソ

ーム分解の開始タイミングを同定する。また、

rRNA 分解断片の検出を行い、リボソーム分解

の開始タイミングにおいて rRNA 分解が誘導さ

れていることを確認する。その後、rRNA 分解

断片が存在するフラクションを特定すること

で、rRNA 分解断片を含む分解初期のリボソー

ムが存在するフラクションを同定する。そして、

分解初期のリボソームが存在するフラクショ

ンと分解開始前のリボソームが存在するフラ

クションをRibo Mega-SECで分離して回収した

後、プロテオミクスの手法を用いてフラクショ

ンに含まれるタンパク質を解析する。 

 
 

 



【2】研究成果 

[2-1]本共同研究で明らかになった研究成果 

 ウイルス感染後 24 時間までの細胞を Ribo 
Mega-SEC により解析した結果、リボソームの

急速な分解は rRNA の分解の後に誘導されてい

ること、rRNA 分解断片がフラクション特異的

に存在することが明らかとなった。この結果を

受けて、rRNA 分解断片が存在するフラクショ

ンに含まれるタンパク質をプロテオーム解析

により網羅的に同定した。その結果、rRNA 分

解断片を含む分解初期のリボソームに特異的

に存在あるいは消失しているタンパク質が存

在することを見出した。 
 
[2-2]本共同研究による波及効果及び今後の発

展性 

 本研究により、昆虫細胞において、リボソー

ム分解開始直後に増加あるいは減少するタン

パク質が同定されたことにより、昆虫細胞にお

けるリボソーム分解機構の解明につながる知

見を得られた。この研究成果は、生物一般にお

いて、「リボソームがどのように分解されるの

か」という疑問を解き明かすことに貢献する重

要な知見となることが期待される。また、リボ

ソームに関連する遺伝子の変異は、リボソーム

病と呼ばれるさまざまな疾患の原因であるこ

とが報告されているが、その発症機構は未解明

である。本研究で得られる成果は、将来的に、

リボソーム病発症の分子レベルでの解明なら

びに治療法の開発に向けて有益な情報をもた

らす可能性を秘めている。 
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【4】今後の課題等 

今後の課題、その他等 

 今後は、本研究で実施したプロテオーム解析

により見出されたタンパク質の機能解析を中

心に研究を進め、リボソーム分解開始の分子機

構を明らかにすることを目指す。 


